
  美浜１号機で水漏れがあった燃料取替え用プール（キャビティ）の位置 

 

＊下図は、調査したライニングの溶接線と、前回の定期検査で二重張りにしたオーニングの範囲（調

査せず）を示している。なお、ＥＬ約○○ｍは、基準面からの高さを示している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＊水漏れを発見したのは３月 23日。約３ヶ月間調査し、 

 ６月 14日に「原因と対策」を公表。 

＊図のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅは、原発の心臓部＝原子炉容

器のすぐ側のコンクリート壁・天井（床）からのしみ出

し箇所を示す。コンクリート壁の厚さは、２．６５㍍。 
 
*ア、イ、ウ、エは、キャビティ、キャナルという燃料

取替え時に使用するプールの金属板（ライニングプレー

ト）の穴あき箇所を示す。 
 

＊金属板とコンクリートの壁・床は、左図○イ 断

面図のようになっている。コンクリートとライニ

ング部とは、「密着」していない。 
（コーナーアングルは、「埋め込み金物」と記載してい

るので、ライニング部より密着性は高い。） 
 

＊金属板の穴あき箇所・コンクリートからのしみ出し箇所を平面的に見た図（下図） 
 ・平面１で、イとＡ壁はすぐ側にあるように見えるが、①この間にあるコンクリート壁の厚さが２．

６５㍍あり、②高さの違いでは、Ａはイの下方４．５４㍍のところである。 
・イのすぐ下のコンクリート面からしみ込んだとして、最小の水漏れ経路は、 
２．６５＋４．５４＝７．１９㍍になる。 

 ・７．１９㍍におよぶ水漏れ経路のコンクリートと鉄筋が酸性のホウ酸水の影響を受けている。 
  しかし、関電が調査したのは、しみ出し部 3 箇所と、リトマス試験紙によってエの下のコンクリ

ート表面のＰＨを測定しただけである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


